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は じめに

これは,「小林多喜二伝 補遺1」(『 人文研究』第104輯

続 きである。作品番号 としては(24)で ある。

2002年9月)の
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1ジ ョ セ ブ ・ユ ー リ ー ・ ク ロ フ オ ー ド

小樽の鉄道 を作った人 は,ク ロフォー ドである。クロフォー ドは,1842年,

米国ペ ンシル ヴェニア州 に生 まれた。ペ ンシルヴェニア大学 とフィラデル

フィアの工学院で土木の専門教育 をうけた。卒業後,コ ール ヒ炭鉱や ミドル

ボール ド炭鉱に炭鉱技師 として,ま た連邦陸軍の土木技師にもなった。南北

戦争で北軍大尉 として土塁を築いた。終戦後,ペ ンシルヴェニア鉄道などの

鉄道測量技師,建 築監督 となった。1869(明 治2)年,ク ロフォー ドはアメ

リカ大陸鉄道の完成をした。明治11年12月,ク ロフォー ドは来 日し,「到着

の日から三年間,北 海道の炭山の連絡する鉄道,な らびに車道建設兼土木顧

問」となる。クロフォー ドは,明 治12年2月 に札幌に来た。3月 から調査を

開始 し,幌 内から札幌をへて小樽に鉄道をしくのが最 も善い と結論づけた。

難所 は熊碓 ・銭函問の絶壁であった。6月,開 拓使はクロフォー ドを技師長

に任命 し,彼 は半年で札樽馬車道を開通させた。ついでアメリカへ戻 り,鉄

道資材や機関車 を購i入した。明治13年11月28日,手 宮・札幌問の鉄道が開

通 した。弁慶号が時速20キ ロで走った。北海道で初 めての鉄道であった。そ

の後,札 幌 ・幌内鉄道 も開通 し,明 治14年11月,幌 内炭鉱か ら小樽へ石炭

が運ばれた。 この年,ク ロフォー ドはアメリカへ帰国 した。本国でも鉄道開

発に腕 を振るった。彼は大正13年 に亡 くなった。

2西 丘は くあ あて葉書

多喜二の西丘は くあ あて葉書があ り,小 樽市文学館に所蔵されている。

これは 『全集』未収録である。

奥沢町 西岡理髪店内 西丘

[あて多喜二の郵便はがき]

(大正)11・4・5(消 印)

は くあ 兄

小樽築港駅付近にて
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小樽倶楽部で貴兄の詩 を拝読 して,た だただ感心仕 りました。

一回は素描である作品を見 ましたけれ ども,今 から権威ある西條八十氏の手

で一等であるとす ると,(人 間心理の弱点か)尚 あの時よりは秀れて思われる

のです。

あの洗練された用語 と,気 分が一致 して,物 静かな,恰 も貴兄の性格

そのもの ・やうな気持ちをうけるあの詩!西 條八十が評されたやうに,

物 さびしい古笛の音のような詩!

私 は幾度 もその詩をかみわけかみわけて見 ました。

すると,… …また何かしら幽玄な神秘的な情

緒がありました。ある人 は日本語は詩に

適 しないと言ひましたが,私 が貴兄

の詩 を見てその論に何かしら

反対 したい気持に

なってきました。

私の創作は愚作で自分 として

も期待 しなかったので

すが,せ めて名前で も

といふや うな気持ちにな りました。

× ×

貴兄 は今お暇ぢゃありませんか,

いつか遊びに行きたいと思ってゐますが

どうでせ う。今度私 も築港停車場

のす ぐ近 くに移 りましたか ら,い っで も

遊びに来 ませんか,但 しその前 に,

ちょっと知 らしてくれないと,

遊びに行ってゐるか も知れ

ませんか ら。

いつか行 きますよ。
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い ・です か。

西丘は くあは,ペ ンネームである。紺谷政雄が最初の本名である。彼は明

治33年,石 川県金沢市に,染 物屋の次男 として生まれた。金沢で,尋 常,高

等小学校を卒業した。その間,母 が亡 くなった。そして歌を作 りはじめる。

彼 は郵便局員 となったが,退 職 し,大 正7年 に父 と共 に小樽に来た。そこで

番匠家の養子 になった。彼は郵便局 の事務員 をし,夜,小 樽稲穂商業補修学

校に通った。大正8年 庁商 に入学 した。短歌で小林多喜二 らと同人 となった。

多喜二は大正5年 に庁商 に入学 しているから,は くあは,3年 お くれていた。

もっ ともは くあは多喜二 よりも3歳 年上である。彼は,大 正9年,養 家 と不

縁 とな り,8月 か ら小樽市 奥沢町1丁 目,西 岡徳蔵宅 に世話にな り,『群像』

にも歌 を出した。西岡徳蔵は理髪店の息子で,彼 の同級生だった。多喜二の

葉書 はそれゆえこの時代である。つまり多喜二が小樽高商に入ったぼか りの

時であった。大正11年4月 号の 『小説倶楽部』に西丘の詩が一等 に入選 した

と,若 竹町にいた小林多喜二が店に来たω。一方,当 時の多喜二が投書 した詩

が第1席 に入選 し,は くあがその詩の批評をした ら,返 事 の葉書がはくあ宛

にきた。ビッシリと細字できれいに書かれている葉書だった。西丘 は後に,

「彼の ものはもうこれ一枚 しかな くなっちゃってネ」 と大事 に秘 蔵 してい

た(2)。これが この葉書であろう。大正12年9月,戸 塚新太郎がまとめ役の『新

樹』 を西丘は発行 した。片岡亮一,小 林多喜二,西 岡徳蔵らが関係 した。 ま

た 『覇王樹』小樽=支社を結成 し,幹 事 となった。大正13年,庁 商を卒業 し,

山下汽船鉱業 に入社 し,三 笠へ勤めに行 った。大正15年 に伊藤家 と養子縁組

をした。昭和2年 に奈良姓 となる。彼 は主に幾春別に住んだ。鉱山職員か ら

中学校の教師 になった。昭和43年 に亡 くなった。その死後,『 西丘 はくあ歌

ω 「西丘 はくあ年譜」(『西丘は くあ歌集』原始林社 昭和43年 ,所 収)よ り。
(2)金 坂吉晃 「西丘は くあさんの こと」(『北線』2,北 線社 滝川,昭 和43(1968)

年5月)11ペ ー ジ。
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集』が,原 始林社から昭和43年 に出た。

3嶋 田か ら

高商で多喜二 は,大 熊信行 と武者小路実篤の 「その妹」について話合った

事があった。 この頃の文壇 は,菊 地寛,里 見弾,芥 川,武 者小路,志 賀直哉

らが活躍していて,嶋 田や多喜二 はよく読んだものだった。

1922年 嶋田正策は,小 樽へ再転勤 となった。多喜二の小説「龍介 と乞食」

が,こ の年の 『小説倶楽部』3月 号 に発表されて,皆 を驚かせた。彼は嶋田

に言った。「俺 は何でも小説にしてしまう。学校の試験でも非常に不合理な所

がある。普段は出来ていても,試 験当日,身 体の調子が悪 くて,良 い成績が

取れなかった場合 は,受験者の本当の値打ちが判 らない。それを小説 にした。」

しか しその小説 は陽の目を見なかった(3)。

4宮 沢賢治

宮沢賢治は,明 治29年 に,岩 手県花巻町に生 まれた。北海道へは3回 来た。

初めは大正2年 であり,県 立盛岡中学の生徒 との時代 に,北 海道修学旅行

で来た。二度目は大正12年 で,樺 太旅行をし,従 って北海道を通った。彼は

大正10年12月 以来,稗 貫農学校つまり花巻農学校の教諭であった。三度目

は大正13年5月 であり,花 巻農学校 の教諭 として,統 導者 として農学校生徒

を引率 して,北 海道修学旅行 をした。帰着後,「 修学旅行復命書」を提出した

のである。この復命書は,大 正13年5月19日 から5月23日 とされ,花 巻農

学校の24行 用原稿用紙11枚 に書かれている。復命書の冒頭である,小 樽高

商についての部分 は,現 代語にすれば,こ うである。

(3)嶋 田正策 「私の 『自画像』を書いた頃」90ペ ージ。
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午前9時 小樽駅に着いた。ただちに高等商業学校を参観した。案内によっ

て各室 を巡覧した。中にタイプライター練習室 と,取 引実習室の,諸 会社銀

行税関等の各金網をめぐらした小模型中における模擬紙幣による取引など,

……甚だ生徒の興味を喚起 した。商品標本室では粗なる農産製造品と精製商

品の連絡 について参考になるべきもの多 く,殊 にドイツの馬鈴薯 を原料 とし

た三十余種の商品標本,米 国の各種穀物をあぶって膨張 させた食品な とに注

意 した。十時半同校を辞す。

つまり彼 らは,計 算すると約1時 間,参 観 した。 ここに出て来 る取引実習

室は,初 代渡辺龍聖校長が考えたものであり,ま た商品標本室の一部資料は

現存 している。 この頃,小 樽高商は,第2代 の伴房次郎校長の時代であり,

有名な人物で言えぼ,小 林多喜二が,一,ニ カ月前に卒業 しており,伊 藤整

は三年生 になったばか りであった。整が宮沢賢治 と廊下ですれ違ったか もし

れないと想像するの も,楽 しいことである。

5多 喜二の,佐 々木 キ ヨあ るいはキヌとの恋

北海道拓殖銀行の時代に,多 喜二は,佐 々木キヨ,あ るいはキヌが好 きに

なった。彼女は,銀 行の同僚で,初 め給仕で,後 に事務員 になった。彼女は

きれいで,男 を惹 きつける,派 手ずきな女性であった。多喜二は思い切って

彼女の前ですべてを言い切 る勇気がな く,「ちょっ と実は話 したいことがある

が,何 処かで会って くれないか」という手紙 を渡 した。彼女からは,「何処か

で会って,そ のためにとんでもないことを云われることはお互いに不利だ と

思い ます。もし書 けることなら書いて下 さい」 という返事 を貰った。多喜二

は,1925年6月 のある夜に,彼 女を誘 って,新 富町のお祭 りに,つ まり龍徳

寺境内の神社の祭 りにいった。当時は現在よりも賑わっていた。2人 でしめ

し合わせて会った。そしてキスを交わした。 しかし彼女が慎み深い人で もな

く,教 会の男 と一緒 にふざけた りした。また他の男性 とともに海水浴にゆき,

とこれは熊碓の海岸であるが,ふ ざけちらして男 に身体をもたせかけて,媚
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態 を示 した(4)。あ る時,多 喜二 の机 に彼 女が寄 って きて,「 重複」か 「重 箱」

か,重 の字 を聞 いた。多喜 二が その字 を教 えてや った時,「 あ あ,そ う,男 と

女が重 な る とい うあの字」 とい い,多 喜二 は幻 滅 を感 じた(5)。お祭 りに共 に

行 った次 の年,銀 行 で,佐 々木 に,「 今夜 はあす このお祭 りだな ア」と云 うと,

「さ ようで ござい ます ね え」と彼 女 は応 じた
。彼女 は,後 に はビアホールの ウ

エイ トレス,そ の後,飲 み屋 のおか みにな った。佐 々木 の名 は,多 喜二 の後

の小説 に出て来 る。 『党生 活者』 の主人公 であ る。

6多 喜二の好 きなもの

多喜二 の好 きな もの は,食 べ物 として は,炊 き立 て の白米 に塩鮭 を細 か く

ち ぎって ふ りか けた もの。音楽 で は,べ 一 トーヴ ェンのバ イオ リン・コ ンチ ェ

ル ト,ゲ ーテの詩 に よるチ ャイ コフスキーの作 曲 「ただ あ こがれ を知 るもの

のみが」 であ る。

7辞 令

北海道拓殖銀行の大正12年1月6日 か ら大正12年12月31日 の 「辞令書

割印簿」がある。それには,小 林多喜二に対 して 「書記を命す 月俸七拾円

給与 総務部勤務 を命す」(原 文は旧字でカタカナ)と ある。

8三 ・一 五 前 後

特別高等警察(略 して,特 高)は,1911年 にできた。その前年1910年 に大

(4)佐 々木 について多喜二 は3つ の小説 を書いた。それらからの話だが,本 人はそれ

らは実話だ としているか ら利用できる。
(5)布 野栄一 『小林多喜二の人 と文学』翰林書房2002年 ,12ペ ー ジ。
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逆事件があったのである。治安維持法制定(1925年)の ときは,も めた。全

国的には大反対運動が有 り,新 聞 もいっせいに反対 し,衆 議院で もめて修正

もされた。

翌1926年3月5日 に,労 働農民党が結成された。これは戦前の運動 にとっ

て重要である。1927(昭 和2)年,金 融恐慌が始 まった。 日本軍隊は,中 国

の漢口,上 海に侵攻 した。

1928年3月15日 の事件で,特 高が大拡充 された。思想検事が設置 され,治

安維持法が改悪された。三・一五事件は,約1カ 月後,4月11日 に記事が解

禁されたものである。 この事件では,捜 査当局が持 っていた情報は莫然 とし

た報告や聞込み にす ぎな く,見 込み捜査,捜 査 のための捜査の面が強かっ

た(6)。約1600人 の検挙者中,約450人 が起訴 された。だが特高は,渡 辺政之

輔,三 田村,鍋 山,市 川,佐 野学 らの幹部 の逮捕 に失敗 した。

1928年3月25日 に,ナ ップが成立 し,5月 に 『戦旗』創刊号がでた。

多喜二 は,「人 を殺す犬」が葉山の 「セメント樽から出た手紙」と同じ位の

作 と思 うと,書 くのであった。

蔵原論文 「生活組織 としての芸術 と無産階級」が,1928年4月 に出た。5

月号の 『戦旗』で,蔵 原の 「プロレタリア ・リアリズムへの道」がのった(7)。

多喜二は,こ の1928年5月13日 ころ上京 した。帰ってきた多喜二は,小

説F一 九二八年三月十五 日」(以 下,「 三・一五」と略)を,1928年5月26日

から書はじめ,5月27日 に 「監獄部屋」を書 き終った。小説 「三・一五」は,

イタ リア,フ ランス,ド イツ,イ ギ リス,ア メリカ,ロ シアで知 られた。

『一九二八年三月十五 日』は,雑 誌 『戦旗』に発表 される時から,相 当の伏

字がされたが,そ れでも雑誌は発売禁止 にされ,商 業べ一ス以外の独自の配

布網で8千 部 を売った。翌年単行本 『蟹工船』の中に入れ られ,発 売禁止 と

なったが,別 ルー トで1万5千 部を売った。翌年改訂版で出版 された単行本

(6)荻 野 富 士 夫 『特 高 警 察 体 制 史 』 せ きた 書 房1988年 増 補 版
,213ペ ー ジ 。

(7)蔵 原 「… … 「三 ・一 五 」 と 「蟹 工 船 」。
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『一九二八 年三月十五 日』 は
,た だ ちに発 売禁止 とな った(8)。

翌1919年4月16日 事 件(四 ・一 六事件)で は,小 樽 で40人 が 検挙 され,

多 喜二 も,4月20日 に小樽署 に拘引 され,家 宅捜 索 を受 けた。小樽 の町で,

「赤 の連 中が片 っぱ しか らぶち こまれ た……」と
,ひ そかな話題 とな った(9)。

実 際 は3・15事 件 よ りも,4・16事 件 の方が運動 の側 で は打撃 が大 きかった。

昭和4年 ころは,『 戦旗 』 を読 んでい るだ けで特高 にっか まった。

9小 樽風景

蜂谷涼(10)『ちぎり屋』(講談社2002年)で 大正時代の小樽 を描いている。

小樽は北前船の寄港地でもあった。榎本武揚11)は,小 樽 にも農園やら貸 し

地 を沢山もった。彼 は幕軍だったが,新 政府に乗 り換えて,北 海道開拓使や

駐露特命全権大使な ど政府高官の階段 をあがっていった。榎本は小樽で宅地

造成をした。開拓使が廃止 され,新 官吏は官有物の払い下 げを受 けた。それ

で商売を始め,威 張った。

日露戦争で樺太(サ ハ リン)の 開発が始 まった。1905年6月 ポーツマス講i

話会議に先だって,日 本は,あ わ よくば樺太全土を手に入れようと,樺 太上

陸作戦を開始 した(12)。

藤山要吉は,廻 船問屋から海運業 に進出 し,小 樽 と稚内へ航路,そ の後,

北陸,下 関,神 戸,大 阪,樺 太 と,航 路 を作った。漁場をもち,樺 太の日本

海側の多 くをもった。留萌線 を開業 した。皇太子(=昭 和天皇)の 宿泊のた

めに宿(=屋 敷)を たてた。

第1次 大戦(WW1)で 欧州の穀倉地帯であるルーマニア,ハ ンガリー,オ

()太 田,稿,『 秋田 と小林多喜二』から。
()石 井,8ペ ー ジ。

(1)彼 に は 『海明け』(講 談社)も ある。
(1)加 茂 儀一 『榎本武揚』中央公論1960年 。

(1)[琴 坂]『 ガイ ドブ ック 小林多喜二 と小樽』新 日本 出版1994年8ペ ージ。
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ランダは焦土 と化 し,食 糧を輸入 に頼っていたイギリスは困った。日本はイ

ギリスの同盟国だった。そこで北海道の澱粉,雑 穀,豆 類が輸出され,小 樽

は北海道の集積地だった。「澱粉王」は道内の馬鈴薯 を買占め,イ ギ リスから

澱粉の注文が殺到 した時,三 井,湯 浅,鈴 木な ど大商社か らの大量注文 を一

手 に引き受 けた。「小豆将軍」(=高 橋)は,小 豆を買占め,高 くなった所で

売った。

輸出用の豆 は,規 格が厳しく定められたため,豆 撰工場が建設中の運河の

あた りに30軒 近 く現れた。6千 人をこえる女工が働いた。日雇い男が1日40

銭のところ,70-80銭 稼 ぐ人 もでた。ビルマ豆,小 豆,大 福,中 福,青 えん

どうを乗せた船が小樽から欧州へ向かった。船はた りず,藤 山汽船,犬 上汽

船,酒 井汽船,板 谷商船が儲けた。豆成金,澱 粉成金,船 成金が出た。樺太

開発の基地小樽 もWW1の 余波で好景気 とな り,樺 太貿易 も盛んになった。

小樽 は,横 浜,神 戸についで,船 主や廻船店の数で,全 国3位 となった。

10蟹 と蟹缶詰

日本 は漁業国である(13)。北海道 にも独得の漁業がある(14)。その中で も蟹漁

は特異で もある。 しかも全水産高 に占める蟹生産高の比率は低 く,最 も比率

の上昇 した昭和10年 で も3.8%で あった。したがって生産額から見ると,蟹

漁業 は北海道漁業にとって余 り重要ではないが,北 海道で最初の動力船漁業

であ り,蟹 缶詰工業で特殊 な性格 を持っていた。

蟹 は魚類でな く甲殻類である。北海道では,タ ラバガニ(別 名,イ バラ蟹),

ズワイガニ,花 咲(は なさき)ガ ニ,毛 ガニ,が 食べ られている。タラバ と

花咲 は,ヤ ドカ リの仲間である。ズワイがに,花 咲がに,タ ラバがに,毛 が

に,は,蟹 の四天王 といわれる。 これ らは明治時代から食べ られた。タラバ

(13)羽 原 又 吉 『日本 漁 業 史 』。

(14)『北 海 道 漁 業 史 』。
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は,鱈 場 と書 き,鱈 のとれる場所にいるか らである。北海道の他では,有 名

なものでは,た かあしがに,わ た りがに,松 葉かに(ず わいがに,の オス),

越前かに,な どがある。上海カニ もある。

缶詰の原料 とされるのは,タ ラバガニ,ズ ワイガニ,毛 蟹である。

ズワイ蟹 は,日 本海沿岸 と朝鮮半島 に産 し,十 脚 目短尾亜 目イナックス科

に属する。特に石川県,新 潟県で,多 数漁獲され,冬 か ら春 にかけてゆでて

販売されている。毛蟹は,オ ホクリガニとも呼び,朝 鮮東海岸,日 本海沿岸,

北海道釧路沿岸に分布 し,十 脚 目短尾亜 目アテレシクス科に属する。甲が栗

の形をしているので,オ ホク リガニ と呼ばれた。

タラバガニは,甲 殻綱軟甲亜綱歪十脚 目 歪尾亜目リトデス科に属する。

タラバガニは,北 海道,樺 太,朝 鮮,オ ホーツク海方面に分布 し,前 二者 と

全 く種類が違う。特 に品質,声 価で,毛 かい,ず わい蟹は,は るかにタラバ

ガニに劣 る(15)とされる。ただ しそれは缶詰の場合である。ゆでて食べた場合

は,毛 蟹の方がおいしい という人 もいる。普通,蟹 の缶詰はタラバガニのそ

れである。タラバガニは,他 の蟹類に比較 して,著 しく大 きい。雄蟹の大 き

なものは,甲 長22セ ンチ,甲 幅25セ ンチ,脚 を延 ぼして横に145セ ンチ,

体重4キ ロのものもある。ハサ ミ脚は常 に右が大 きく,第5脚 は非常に小 さ

く,甲 の内側 にか くされている。

タラバガニは,北 海道,樺 太の沿岸,オ ホーツク海の,寒 冷な深海に産す

る。 これ ら沿岸にはいつ も清冷な寒流が流れて,夏 期で も水温 は,摂 氏3度

を上が らない。普通海深20,30メ ーターの所に群集 し,水 温の上昇 とともに

沖合いに去 る。漁業の時期は,地 方によっては2月 頃開始されるところもあ

るが,普 通3月 か ら11月 までで,大 体4,5月 が最盛期である。

たらぼがに刺網漁業 は,大 正4年3月,北 海道漁業取締規則が公布されて

から,許 可漁業 となった。

(15)産 業経済調査所 『蟹罐詰の話』昭和6年,1ペ ー ジ。
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大正以降の蟹漁業の生産高の推移では,昭 和時代の方が多い。また,生 産

地帯は,根 室,宗 谷であったが,昭 和20年,南 千島を失ったので,根 室地方

は生産高 は微々たるものになった(16)。

蟹缶詰の発祥については,年 が少 し違 うが,説 がある。

北海道開拓使根室別海缶詰所の生徒 ・松村文四郎は,明 治14(1881)年 に

釧路に出張し,蟹 缶詰 を製造 し,同 年東京で開かれた第2回 内国勧業博覧会

に同缶2っ を出品 した。これが日本で蟹缶詰の記録 に初めて残 っている(17)。

明治17年,福 井市の大戸與三兵衛 は,ズ ワイガニ缶詰を試製 し,翌18年 に

成功 した。

北海道では,明 治20年 ころ,高 島郡の平田孝造,札 幌の長谷川源之助 らに

よってタラバガニ缶詰が試製されたが,事 業化で きなかった。その後,西 川

貞二郎が小樽 と高島で着業 したが,大 成 しなかった。事業 としてのたらぼが

に缶詰は明治に北海道小樽で試みられ,明 治33年 ころ北上 して利尻へ,明 治

38年 には根室へ,明 治39年 には樺太 にまで伸 びた。蟹缶詰 は明治25,6

(1892,3)年 のころ,西 川貞次郎が小樽付近で創 り,試 作品が明治26(1893)

年,英 国コーウエル州で開催された漁業博覧会に出品された。 これが蟹缶詰

が製造 された初 めで,海 外に出た初 めで もあった。その後中絶 していた。

わが国タラバ蟹缶詰 を初めて事業化 したのは,小 樽である。 そう越崎 は書

く。明治維新前,江 州の西川家が高島や忍路漁場を請 け負っていたが,請 負

制廃止後,西 川貞二郎 は,色 々な事業をした。彼は蟹缶詰の先駆者で,す で

に江州八幡町で缶詰製造 を初めていたが,明 治23(1890)年 小樽堺町の西川

支店裏手に分工場を設 けて,蟹 缶の製造を開始した。当時川崎船で漁獲 した

タラバ蟹は美味で,価 格 も雄蟹1パ イ2銭5厘 で,1パ イの肉はよく1ボ ン

(16)『北海道漁業史』北海道水産部漁業調整課編 ・発行 昭和32年 ,820ペ ー ジ。
(17)『北 海道に於 けるた らばがに漁業の変遷』財 団法人北海道水産会 昭和32年

2ペ ージ。
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ド缶2つ を優にみたせた。製品は,1ポ ンド缶1ケ 売価25銭 で,採 算 もとて

も有利であった。ただし事業 は成功す るにいた らなかった。明治28年 の小樽

大火で,彼 は小樽 を引 き上 げた。

西川の使用人松吉直兵衛 は,後 に蟹缶業を引き受け,大 成しなかったが,

硫酸紙 を蟹缶に利用して缶の内側の変色 を防いだ。(越 崎)

明治37(1904)年 に,和 泉庄蔵が根室で試製 し,翌38年,千 島・国後(く

なしり)島で開業 し,同 時に碓氷勝三郎 も同島で従事 した。明治40年 には米

国への販路が成立 した。明治41年 には市場が好況 となり,北 海道の東海岸は

国後島を中心 とし,西 海岸 は利尻島鬼脇付近,北 見,稚 内方面,樺 太西海岸

にも同業者が出た。

カラフ トで も明治39年 か ら大戸與三郎,戸 根禰市 らが,同42年 から北千

島で渡辺藤作が着業 した。樺太では群小蟹缶詰業者が多 く,乱 獲,競 争のた

め,取 締 り規則が作 られ,北 海道では明治43年 か ら許可制になった。

北見地方では,明 治37,8年 ころ,田 中寅蔵,斉 藤熊蔵 らが,利 尻島の鬼

脇 に着業 してか ら急激 に着業者が続出し,許 可をうけた工場 は12あ った。利

尻 に工場が10あ り,北 海道庁のすすめで,そ のうち7工 場が合同して,利 尻

缶詰株式会社を設立 したが,大 正15年 解散 した。北見利尻の17工 場が全部

参加 して,昭 和3年 に北海道漁業缶詰株式会社を設立し,こ れが隆盛をきわ

めた。

根室方面では,明 治37年 に和泉庄蔵が根室で蟹缶詰 を試製 し,翌38年 に

は彼 と碓氷勝三郎が古釜市で着業 した。その後,着 業者がふえ,他 の地方を

凌駕することになった。だが統合問題が起 きる。

太平洋岸では,昭 和8年,埜 邑直次が厚岸工場 を譲 りうけ,翌 年には4工

場 となり,昭和10年 にはそのうち3工 場が合同 して太平洋合同缶詰株式会社

となった。昭和13年 には根室の14工 場 と太平洋岸の4工 場が合同 して,蟹

缶詰合同株式会社になった。同社 は太平洋側の12の 毛蟹,花 咲蟹缶詰工場が

合同して花咲蟹合同缶詰株式会社を,昭 和15年 に合併 した。

択捉島では,明 治43年,3工 場が許可をうけた。大正10年,東 海岸の5
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工場が合同して北海缶詰合資会社ができ,そ の後,小 熊幸一郎の経営にな り,

東択捉漁業株式会社になった。昭和16年 には全合同 といわれ,多 くの工場が

日本蟹缶詰株式会社に合同した(18)。

蟹缶詰は大正6年 には,北 海道 と樺太で17万 函であったが,蟹 工船の勃興

と,カ ムチャッカ方面での日魯漁業株式会社の進出で,生 産額が増大するの

である。蟹缶詰の生産額は次の通 り。函は,1ポ ンド缶4ダ ース換算である(19)。

年 金額(万 円)

大 正13年898

14年1173

15年1784

昭 和2年2140

3年1872

4年2094

5年1986

生 産 函 数

196601

260637

396331

523204

497081

538512

584252

うち輸 出高(万 円)

489

1006

1252

1466

1857

1671

1448

輸 出 函 数

127125

217717

278381

381470

508912

399433

390100

蟹缶詰は輸出の役割が大きい。主要消費地 はアメリカ合衆国とイギリスで

ある。昭和3年 には輸出のうち,ア メリカが56%,イ ギ リスが33%,昭 和4

年に対 アメリカが58%,イ ギリスが30%,昭 和5年 にアメリカが56%,イ ギ

リスが26%と なった。日本の蟹輸出の競争相手はソ連であった。日本の主な

蟹缶詰生産者 は次である。

露領カムチャツカ半島

日魯漁業株式会社

株式会社林兼商店

資本金(万 円)

(東京)4000

(下関)1000

(18)蟹 缶詰発達史編纂委員会編 『蟹缶詰発達史』霞ケ関書房。

(19)産 業経済調査所 『蟹缶罐詰の話』昭和6年 。



東和水産株式会社

工船蟹漁業

日本工船漁業株式会社

昭和工船漁業株式会社

東工船株式会社

株式会社林兼商店

樺太

樺太産業株式会社

北海道

北海道漁業缶詰株式会社

株式会社藤野缶詰所

碓氷合名会社

稲垣龍(丸 三組)

加隅良介

北海道缶詰合資会社

北千島

千島漁業合資会社

袴 信一郎

小林多喜二 伝 補遺2

(函館)

(東京)600

(東京)200

(東京)190

(真 岡)(20)

(北 見)

(根室)

(同)

(同)

(同)

(同)

　

　

浜

館

横

函

(

(

37

日本の製品はすべて,蟹 缶詰生産業者全部の共同販売機関 として設立 され

た日本蟹缶詰共同販売株式会社(東 京)の 手をへて,内 外取引商に売 られた。

11系 図

長岡臣子 さんか らの手紙で,多 喜二の伯父方の系図が知 らされた。

(20)ホ ル ム ス ク 。
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多吉郎一
慶義=リ ツ

る 太郎 幸蔵
俊二

初子 宏 晋 太慶 太義

幸吉 慶三 セキ

ツ子 正俊

正三 誠二 俊平 俊子

俊二が三星を継いだ。

12多 喜二住居跡標識

小林多喜二住宅の跡の記念碑は,撤 去されたまま,復 元 されていない。折

角,作 ったのだから,置 いて置 くべ きである。

多喜二の住所は,若 竹町十八番地であるが,原 籍 は十一番地である。

電話番号にっいては,昭 和3年(1928年)4月1日 現在で,当 時の 「電話

番号簿」にはこうある。

小樽郵便局

3448小 林幸蔵 新富町 五一 パン製造
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3351小 林多喜二 花園町西 四の二五 小林俊二方 銀行員

幸蔵 も俊二 も伯父 ・慶義の息子たちである。多喜二は電話 を従兄弟の所に

置いたことになる。当時人々は電話をほ とんどひいていなかった。

131930年,松 田 の思 い 出

小林多喜二が上京 したので,そ の歓迎会が開かれた。省線(今 のJR)新 宿

駅か ら近い洋風喫茶店「白十字」,3月 末 ころの午後1時 ころではなかったか

と,松 田は書 く。明るい昼 ころだった。時間厳守で,満 席 となった。す ぐに

コーヒーカップと洋菓子の皿が並べ られ,会 がはじまった。店の入口からす

ぐの,横 に長 くて奥行 きは寸づまりという感 じの部屋だった。その右端の席

に江口かんが座 り,そ のす ぐ横 に多喜二は座 った。江口が主催者 として挨拶

し,自 分の横の多喜二 を一同に紹介 し,さ らに一同の名なども言った。多喜

二 は,紺かす りの袷 と羽織 と兵古帯 をしていた。全部で20人 ほどが参加 した。

鹿地亙,森 山啓,上 野壮夫,松 田解子,そ の他,若 い書き手であった。会 は

短い時間で終 った(21)。

多喜二は小樽か ら1人 上京 していたが,そ の後,小 樽 に残 してきた母親 を

思って,友 達 と道を歩いている時,ふ と立ち止まって,「今頃,お っ母さんは

何 をしているだろう」 という人だった(22)。

1930年 秋9月,上 野公園の自治会館で「戦旗防衛大演説会」が開催 された。

プロレタリア作家同盟やその他の文化芸術団体 など共催 したものらしい。 こ

の大集会での講演者は,小 林多喜二を中心 とする指導的メンバーであった。

(21)松 田解子 「小林多喜二 との出会いと生 き方か ら何を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)135-6ペ ー ジ。
(22)「私 たち働 く婦人 と小林多喜二」(『佐多稲子全集』第16巻 講i談社 昭和55年)

31ペ ー ジ。
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関鑑子の指揮で,プ ロレタ リア音楽家同盟の女性たちの合唱がなされた。

くるめ く わだち

走 る 火花

鹿地亙が翻訳 した 「ワルシャワ労働歌」を,河 野テル子(鹿 地亙の最初の

若妻)を はじめとする女性同盟員がうちそろって熱唱 した。

この後,多 喜二 は検束 された(23)。

松田解子は,自 分の書いた小説を徳永直にみて もらうために,当 時の豪徳

寺の宅へ行った。徳永 は多喜二 についていった。「あの小林 という男,え らい

作家だということは無論だが,同 時にたまらな く愉快な男ですよ,松 田さん。

じつは,わ た しのところでも,極 く親 しくしている元の印刷工その他 に来て

もらって一 と晩 くつろいだがる,彼,じ っに漫談のうまい男でね。来た連中,

ひ と晩 じゅう涙が出るほど笑い明か したんですよ。酒はちょっとしか入 らな

かったのにあの若 さで。あの小林 という男,ち ょっと無類の天才か知れない

ですよ」(24)。

1931年 の秋に,小 林 と宮本が,窪 川鶴次郎,い ね子夫妻の家へ遊びにきて,

文学論をした(25)。

14反 帝同盟,太 宰治

小説家 ・太宰治 は,昭 和6年 夏まで小山初代 とともに東京の五反田1丁 目

に住み,す でに共産党 シンパにな り,連 絡場所の提供をしていた。 この五反

田には軍需工場があ り,東 大セツルメン トがあ り,多 喜二は,「オルグ」や「党

(23)松 田解子 「小林多喜二 との出会い と生 き方か ら何 を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)137ペ ー ジ。
(24)松 田解子 「小林多喜二 との出会い と生 き方か ら何 を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)138ペ ー ジ。
(25)詳 細 は,「ある日の同志小林多喜二」(『佐多稲子全集』第16巻 講談社 昭和55

年)62-3ペ ー ジ。
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生活者」の取材のために,労 働者 との会合 をした。 こうなると太宰の住居 と

多喜二の活動場所が非常に近かったことになる。太宰 は反帝同盟 に加盟 し,

多喜二は反帝同盟の執行委員になった。

反帝同盟 とは,1927年 にブリュッセルで開かれた反帝国主義 ・民族独立支

持同盟 という国際組織であり,そ の日本支部 は1929年11月7日 に結成され

た。

事実上,そ の反帝同盟の書記長で共産党グループの責任者でもあった谷川

巌は,日 本プロレタリア作家同盟選出の反帝同盟執行委員のある人 と,会 議

でしばしば顔 をあわせ,ま た定期的に街頭で連絡 していた。以下,谷 川の思

い出による。

その人 はあまり目立たないが,会 議や連絡の時間はじつに正確で,お だや

かななかに,ど こかシンのある不屈 さに,お 互いに信頼 しあっていた。 とこ

ろが1933年2月20日 かその直後か記憶がたしかでないが,か れが定期の連

絡の場所 に来なかった。不吉な予感 におそわれなが ら,谷 川は全身の神経を

緊張 させて,予 備 の連絡場所へ急いだが,と うとうそこにも姿を表さなかっ

た。その翌朝だったか,新 聞をひらいてみると 「小林多喜二築地署で急死」

という活字が とんび こんできた。その写真をみると,い ままで会 っていた人

にまぎれもなかった。あれは小林多喜二さんだったのか というおどろきと,

貴 い同志の命 をうばった敵 にたいする怒 りが,全 身にこみあげてきた。

多喜二さんは,街 頭連絡のときには,よ く和服 をきて,黒 い二重まわしに,

ソフ ト帽をかぶっていた。いつだったか,小 が らなか らだに似あわないステッ

キをもっていたことがあった。「イザ というときには,こ れで,… …」といっ

にな く冗談めいてステッキをしごいてみせたりした。「かえって目立つよ」な

ど注意 した ことを覚えている。たたかいの中での短いつきあいだったたが,

小林多喜二 とさとられるような話 をついぞしたことがなかった。そんな素振

りも感 じられなかった。誠実そのもの……でした(26)。

(26)谷 川巌 「多喜二 さん と反帝同盟」(『民主文学』号不明84-5ペ ー ジ)
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151932年

宮本百合子は次の事を書いている。これは小説ではないので利用できる。

1932年4月3日 の晩,小 林多喜二が宮本夫妻(=宮 本顕治 と百合子)の 家

に来た。そして,中 野重治が戸塚署へ連行されたことを話 した。それを作家

同盟の事務所で多喜二は聞いてきた。宮本百合子 は 「原泉子はそれを知 って

いるだろうか?」 ときいた。中野の妻 ・原は左翼劇場の女優 として働いてい

る。「さあ,ど うだ ろう,ま だ知 らないんでないか」。小林が特徴ある目つき

と言葉つきで云った。「電話をかけてや るといいな。」百合子は原に電話 をか

けて戻った。小林多喜二は元気にしゃべって十時すぎ帰 りがけに,玄 関の格

子の外へ立ったまま,内 から彼を見送 っている宮本夫妻に向い,「 どうだね,

こんな風 は」 と,ち ょっと肱 を張るようなかっこうをして見せた。彼 は中折

帽子をかぶ り,小 柄な着流 しで風 呂敷包 を下げている。宮本顕治が,「 なかな

かいいよ。非常に村役場の書記めいていていいよ」と云った。「つ まり小樽む

きということだね,… …じゃ,失 敬」。夜気にあふれる笑声 にむかって格子を

しめ,小 林 は下駄の音を敷石 にひびかせて去った(27)。

1932年,作 家同盟大会が築地小劇場で行なわれた。この時,多 喜二 はネク

タイを結んだ普通の勤め人の姿だった。この大会で,多 喜二はプロレタリア

作家同盟の書記長 として舞台で報告 した。その後 も,議 長団かなにかの大事

の役で壇上にいたらしい。壇上か らす ぐの臨官(28)席に築地署の制服制帽の特

高警部が長剣片手 に突いて腰掛けていた。多喜二 は声高 く報告 したり,討 論

(27)宮本 百合子 「一九三二年の春」(『宮本百合子選集』第3巻 ,新 日本出版社1968

年)15-16ペ ー ジ。
(28)臨検 は,特 定 の場所に立ち入って検査すること。臨監 は,警 察官が集会で席をも

うけて監視すること。特高だけでなく全警察がやった。
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した。その大会は全体 として活気に満ちていた。多喜二の 「報告中」にも,

いかにたびたび参加者は,多 喜二のおのずか らなるユーモアにさそわれてふ

きだ し笑いをした り,か と思 うと,シ ーンとして聞き耳を立てて熱心に聞き

とった。

中条百合子 も一般席で参加 していた。彼女は1930年 冬,湯 浅芳子 とともに

ソ連か ら帰朝していた。同盟 に進んで参加 した。和服 であった。壇上からの

報告や提案へ,て きぱきと補足意見などを出 した。一方,自 由労働者出身の

堀田昇一 という作家が,非 常 に怒 りっぽ く,感 情的な質問を壇上にむかって

繰 り返 した。会の活気がつのるたびに,臨 官席から 「弁士注意」の威嚇の声

が発せ られた。

大会が終 ると,ど っと場外 にとび出した参加者 は,固 く腕 を組み。デモさ

なが らの列 となって築地街頭 をうねりだした(29)。

松田解子,窪 川いね子は,小 林の馬橋の家を知 っていた。いね子は,昭 和

7年3月 以前,小 林 を尋ねて家へきた。蔵原惟廓 は書 く。「小林さんとは,二

三度,そ れも惟人の関係でお逢ひしただけであるが,大 変愉快な,快 活な,

天真 らんまんな人 と思った。」㈹

1932年 の夏か秋,作 家同盟横浜支部か ら,多 喜二を中心 とする文化講演会

を開きたい,女 性講師を含めてもらいたい という申し込みがあった。江 口た

ちが大型車 にのって出発 した。歌舞伎座の真裏にある堀割 り沿いの地点で,

松田解子 はかれ らと落 ち合って,そ の自動車に乗った。多喜二 も乗 っていた。

江口と大宅壮一一が後部の席にいた。赤 ん坊 をおぶった松 田は多喜二の後 に

(29)松 田解子 「小林多喜二 との出会い と生き方か ら何 を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)137-8ペ ー ジ。
(3。)蔵原惟廓 「民衆 は真の代表者を一人失 くした」(『大衆の友』号外 昭和8年3月

10日)4ペ ー ジ。
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座った。大宅が 自分の左前に座っている多喜二 に,前 以ての話題の続 きをし

かけた。

「で,さ,い まの例の『工場細胞』の女工のお君のことだけどさ,あ の,川 っ

ぶちで,同 志でもあれば恋人で もある男に,ま ず自分が,か りっとかじった

リンゴを,そ のまま男に向けて,ど う?と 差 し出すね。 あんなところなん

か,ず いぶん読 ませるじゃないか。そこで,お れ改めてききたいんだが,例

の 『瀧子其他』の瀧子 と,君 自身の馴れ染めはどうだったんだ」

「ふむ」

憤然その ものの表情で多喜二は大宅 をふ りむいて,「そういうことは読んだ

本人が本人の想像力や ら推理力,む しろ作品の鑑賞力そのもので慮 るべきこ

とで,何 も作者に,… …」 とい う論理でちょうち ょうはっし対 していた。

横浜の会場についたのは日没 ころで,横 浜市郊外のさびしいくらいの活動

写真館であった。松田は次男をおぶったまま壇上で 「前座」をつ とめた(31)。

16一 労働 者の記事

『大衆の友』昭和8年3月10日 ,3ペ ージに,「一労働者」の筆 として 「死

ぬ覚悟で小説を書いた 同志小林多喜二 を憶 う」 という記事がある。これは

手塚英孝だろうと私 は推測する。それによると,略,こ うだ。(文 中,た びた

び同志 と出て くるが,煩 雑なために省略する。)

私が彼 に初めて会 ったのは,一 年ばか り前である。実 を言うと,私 はこの

勝れた人物 を想像 して何か堂々 とした紳士(?)を 思い浮べていた。会って

みると彼 は丸切 り予想 と違った小男だった。私 は初めは人違いではないか と

思ったが,直 ぐその事を話 して大笑いをした。

(31)松 田解子 「小林多喜二 との出会い と生き方か ら何 を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)139-40ペ ー ジ。
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彼 は非常 に親切で寛大だったが,仕 事には実に厳格な,忠 実な同志だった。

彼 は自ら先頭 に立ち,範 を示 して,ど んな困難にも,い ささかもひるむこと

な く絶えず前進 して,同 志をはげまし,げ きれいしていった指導者である。

小林 は蔵原の最 もよき後継者の一人であた。彼ほど蔵原から愛 され,彼 ほ

ど蔵原を愛 していた人 はない……。彼は絶 えず,蔵 原の偉業 を発展させなけ

れぼな らない と言っていたが,彼 は実践 を以て りっぱに果た した。殊に文化

団体内の日和見主義 との闘争に最 も果敢に断固 として先頭に立 った。

小林 ほど努力家は稀 に思われる。彼は寸時の暇を惜 しんで働いた。

彼 は非合法 になってから,2つ の勝れた作がある。一つは,『改造』に発表

された『地区の人々』,一 つは未だ発表されていない。私はあれほど忙 しい彼

が何時の問に小説を書 き上げるのか解 らなかった。彼 は自分の作品に対 して

非常 に良心的な作家だった。『地区の人々』は旧作に較べて数段の進歩を示 し

ているものであるが,小 林 には意 に満たぬものがあった らしい。時々彼は,

その事 を口にしていたが,最 後の時 も忘れることが出来なかったらしい。彼

は常 に 「死ぬ覚悟で書 く者 はないか」 と言っていた。

17志 賀直哉

志賀直哉は多喜二が勾留中に,ど うやって差入れをすればよいか を,『改造』

の編集長に尋ねている働 。多喜二が虐殺 された日は,志 賀の誕生 日だった。

彼は日記で,多 喜二事件への有名な感想を書いている。

18病 院へ

作家同盟の大宅壮一,貴 司山治が,真 っ先 に多喜二の死を知 り,江 口漢,

プvッ トの佐々木,親 戚の小林,母 な どが,前 田病院へ行 き,21日 午後9時

(32)沢 地 久 枝 講 演 ,小 樽,2002,2.20
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40分,多 喜二の遺体 を引 き取 った。虐殺の下手人 ・築地署特高主任・水谷は,

この時親戚の人に言った。「格闘して道路 に倒れたので,顔 に幾分ス リ傷があ

る。捕縄 をかけられて来たので,首 と両手にナハの跡がついている。死班(紫

のアザ)が 幾分でているが心臓マヒとは関係 ないから心配なく」 そして,な

お,「インテリというものは興奮 しやすいから興奮から心臓マ ヒを起 こす場合

がある。小林の場合 もそれで捕 まる時に顔色が変わった。」など。

小林 は街頭で格闘 し倒れた というが,着 ていたインバネスには泥一つつい

ていず,着 衣 も裂けていなかった。遺骸の左右大腿部 は無惨な暗紫居うに皮

下出血 して腫れ上が り,急 所である左右のコメカミ,後 頭部に傷がある。

小林の母は顔 を見なけれぼ信 じることが出来 ぬと,屍 を見るまで3時 間一

言 も口をきかなかった。

19自 宅で

1933年2月21日 。窪川いね子ら6人 は,前 田病院に電話をかけると,死 体

は自宅へ帰った と言われた。午後11時,彼 女 らは小林 の家へ急いだ。

玄関をあがると,左 手の八畳の部屋が もとの小林の部屋である。江口かん

が唐紙 を開けてうなずいた。床の間の前に,布 団の上に横たえられた姿,蒼

ざめ,冷 た くこはぼっているその顔。彼女 らは,そ ぼへよった。安田博士が

丁度小林 の衣類 を脱がせているところだった。人々の目は一斉に,そ の無残

に皮下出血をした大腿部へそそがれた。みんな一様 にああ!と 声をあげた。

蒼白 くこはぼった両脚の太 ももは,す っか り暗紫色に変 じている。

おつ母 さんが,あ あツ,お おツとうなるように声をあげ,涙 を流 したまま

小林のシャツを脱がせていた。中条はそれを手伝いなが ら,『おつ母さん,気

を丈夫 に持ってい らっしゃいね』

『ええ,大 丈夫です』おつ母さんは握 りしめているハ ンカチで,涙 を両方へ

こするように拭いて,は はつ,お おつと声を上 げた。『心臓が悪いって,ど こ

心臓がわるい。うちの兄ちゃは,ど こも心臓わるくねえです。心臓がわるけ
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れば泳 げねえのに,う ちの兄ちゃは子供の時から,よ う泳い どつたんです。』

シャツの取 りのぞかれた小林の脇の上にかがみ,蒼 く静まったその胸 を一

杯になで廻 した。

『はア,ど こウ息つけんようになった。何 も殺 さないでもええことウ。はア,

なんていふ ことをしたか。 どこウ息つけんようになった。』おつ母さんは小林

の苦痛のあと,迫 害の跡 を探すように力をいれて撫でた。絶えず口を衝 いて

出るおつ母さんの悲憤。おつ母 さんは襟 をかきわけてや り,今 度 は額を撫で,

髪の毛 をかき上 げて,そ の小林 の顔 を抱えて,『それ,も う一一度立たねか,み

んなのためもう一度立たねか』さう言って自分の頬を小林の頬に押 しつけて

こすった。自分で生んで,自 分で育てた母親の愛情で小林の死顔 を抱 えて率

直に頬をす り合わせた。押 し上げる息で,お つ母 さんは苦 しそうに胸が弱っ

て,は つツ,お つツと声を上 げっづ けた。涙を腹立た しさうにこすっては,

また顔のうえにかがみ,小 林のこめかみの傷を撫で,『ここを打つといふ こと

があるか。 ここは命 どころだ。はア ここ打てば誰でも死 にます よ。』

それから咽喉の縄 の跡 を撫で,両 頬 にあるさるぐつわの跡を撫で廻 した。

しわを延 ばす ように力を入れて こす り,血 を通 はさうとするように。おっ母

さんは,小 林の顔 に,胸 に,足 に,見 るところ毎に,狂 暴な手段の跡 をはつ

きりと認めた(33)。

20電 報

1933年2月21日 松 田に,江 口か ら,「 コバ ヤ シタキ ジ コロサル,二

ニ ヒ,ゴ ゼ ン,コ バ ヤ シタキジ タクコイ,エ グ チ」 とい う電報が

きた(34)。

(33)窪 川 いね子 「屍の上 に」(『大衆の友』号外 昭和8年3月10日)3ペ ー ジ。 こ

こでの私 の紹介 は原文の文字通 りではない。

(34)松 田解子「小林多喜二 との出会い と生 き方から何 を学んだか」(『民主文学』2003

年2月)141ペ ー ジ。
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21解 剖拒否

翌22日,小 林の屍 を解剖するために,慶 応病院へ交渉 した。電話をかける

と,「あッ,ち ょっと待って下さい」と非常 にあわてて,や や暫 く待たせ,解

剖室の都合が悪いからお断わりします と,断 わった。帝大病院に小林の屍の

解剖 を交渉すると,「此方ではそんな人はお断わ りします」と言 う。辞を低 く

して 「死後の内臓の変化を見て貰いたいから 是非おねがいします」 という

と,「此方ではそんなことは一切お断わ りします」といい,最 後に 「お前たち

は又そんなことを言って宣伝に利用するのだろう,馬 鹿野郎!」 と言って電

話 を切った。

慈恵病院 は 「よろしうございます」 と引受け,午 後1時 までにお持込み下

さい と,屍 の名 も聞かず承知 した。1時30分 到着して,タ ンカで小使の案内

で解剖室へ運び込み,解 剖台にのせた。

病理学教室の助教授大場勝利が安田博士を解剖室か ら呼び出し,研 究室へ

入ったきり30分 たっても出て こない。そのうち,若 い小使監督のような者が

来て何故死体 を運び込んだ と叱 りとばした。変に思って研究室へ言って見 る

と,大 場が解剖 はできない と押 しことわっている。

大場 「第一,安 田先生のお電話の時には肺炎だ と言っていたのが,今 伺いま

す と心臓マヒだというお話なので,そ れでは死因が違いますか らお断わ り

します。」

安田 「そんなことは言いません。死亡診断書にある通 り心臓マヒだ と言いま

した。」

大場 「お電話 をおうけした助手がそう私につたえました。」

「肺炎な ら解剖するが心臓マ ヒな らやれない という特別 な理由があ ります

かQ」

大場 「そういうわけではありませんが,ま さか小林 さんの御霊体 とは思いま

せんでしたのでついああいうご返事を申し上げた次第です。」

安田 「小林君の死体だ と何故いかんのですか?」
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大場 「どうも平常から此の学校では警察関係のものは一切取 り扱わないこと

になってお ります。」

江口 「上 は警視総監か ら下 は巡査,小 使 に至るまで,警 察関係は解剖 しない

のですか?」

大場 「そうい う意味ではないのすが,例 えば,小 林 さんのような場合 を言う

のです」

江口がなお も突っ込 んで,警 察関係について追求すると,大 場は,「本教室

の伝統である」と言 う。「そんな間違った伝統は破 った らいい」という江 口の

言葉 に,「長年固 く守 って来 ました伝統 を私一個の所存ではどう致す ことも出

来 ません。」 と答 えた。

安田 「しかし名前 も聞かずに引き受けておいて,死 体 を持ち込んでか ら断わ

るなんて非常に無責任極まる話ではないですか」

大場 「それは一に此方の助手の手落ちでございまして,そ の点 はただお詫び

致すより外 ございません。」

一同 「やって下さるという御返事だったので,金 のない連中が莫大な自動車

費 を使ってやってきたのですか ら,ぜ ひやって下 さい」

大場 「そうおっしゃられると,何 とも申し様 もございませんが・…・・」

江口 「じゃ,申 し様のあるようにして下 さいませんか」

布施弁護士事務所にいた青柳盛雄弁護士 は,多 喜二の解剖の時に慈恵病院

について来て,助 教授が泣 きなが ら,解 剖 を断わったら,「そんな ら霊枢車の

代金 を弁償 しろ」 と居直 った。私[安 田]は 彼のや くざのような言動にたま

りかねて,「霊枢車の代金は私が弁償 しますか ら,こ の場でそんなゆす りのよ

うな事 を先方へ言わないで下さい」 と押 しとどめた(35)。

大場 「万事,助 手の手落 ちか らか くなったのでございまして,助 手さえもっ

と慎重に御事情をお尋ね したら,こ んなことはなかったのです。それ も一

(35)安 田
,!03ペ ー ジ 。
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に私の身の不徳の致すところで ございまして,お 詫び致 しますより外ござ

いません。」(36)

慈恵病院では1時 半から5時 まで,こ のような押 し問答 をした。小林の屍

はついに解剖を受 けることが出来ず に,再 び自宅へ運び返 された。

22香 典

多喜二がなくなった時,葬 式に香典が届 けられた。親戚 などを除外すれぼ,

有名な人 ・団体には次がある。

15円 林房雄,2円 河面仙四郎,10円 改造社,5円 小野宮吉,並 ん

で関鑑i子,5円 板垣直子,10円 中央公論社,2円 笹本寅,10円 細田

民樹,6円 プロツ ト,5円 志賀直哉,5円 田ロタキ,5円 寺田行雄,

3円 嶋田。その他,生 花など。

23「 転換時代」=「党生活者」

雑誌 『中央公論』 に 「党生活者」つ まり 「転換時代」が載 り,そ の広告が

3月18日 の 『読売新聞』 に出た。死の直後である。その文はこうある。「此

歴史的傑作 を発表す る名誉 を担ふ幸福を惟ひ給え。編輯者 として是以上の欣

びがあろうか?校 正 しなが ら幾度泣いた事か判 らない」(新 字にかえた)。

編集者の大変な意気込みである。

「党生活者」の伏字なしの校正刷 りは,貴 司山治(や まじ)か ら中野重治に

渡 され,戦 時中ひそかに保存された。多喜二 は 『働 く婦人』にも長編を書 く

約束だった。それは果たされなかった。

(36)「経過報告」(『大衆の友』号外 昭和8年3月10日)2ペ ー ジ。
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24追 悼公演

小林多喜二追悼公演 として,「 沼尻村」が計画 された。死 を悼み,虐 殺 に抗

議 して,3月18日 から30日 まで,築 地小劇場で,大 沢幹夫脚色(4幕)岡

倉士郎の演出で,新 築地劇団によって上演されることになった。その リーフ

レットによると,「時 一九三一 ・秋から冬へ 所 北海道沼尻村郁秋別炭山

付近」 と。

25中 条の大熊あて手紙

中条百合子は,昭 和8年7月18日 消印の手紙を毛筆で大熊信行 に書いた。

小林さんの全集刊行で 「五十円 ぐらゐ下さい」 と頼 んでいる。

26市 立小樽文学館の,多 喜二遺体写真の撤去

小生は,月 刊 『らぶおたる』に,「市立小樽=文学館 の,多 喜二遺体写真の撤

去」 として記事を書いた。そこでは私 は撤去に反対 した。

この問題 はかな り問題を呼んだようで,『 北海道新聞』の2002年4月22日

の夕刊(11面,小 樽 ・後志版)に,市 立小樽文学館で,多 喜二虐殺の写真外

す,と いう標題の記事が出た。副題に,一 月の紀宮さま訪問時,と ある。

こういうことである。2002年,紀 宮 さまが北海道旅行で,市 立小樽文学館

(小樽市色内一)を 訪問 した際,同 館が常設展示 していた小林多喜二の虐殺の

模様を伝 える遺体写真のうち一枚を取 り外 していた,と いうのである。それ

が4月22日 に分かった。 この写真 はその後 も展示されていない,と ある。

市立小樽文学館長 亀井秀雄 「小林多喜二 「遺体写真」撤去 について(『市

立小樽文学館報』第26号,平 成14年12月25日)が 出た。そこにはこの件

にっいて,主 に 「小林多喜二住居跡 を守 る会」への応答であるが,説 明があ

る。それよりも,同 号編集後記で,ご 遺族が掲示 に賛成 していないと書かれ
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ていたので,そ れならしかたないと,小 生は考える。ただし紀宮様 と関係 な

い との前提でであるが。

27小 樽 商科 大学付属図書館の所蔵す る多喜二の 出版書物

小樽商 科大学は,小 林多喜二が卒業 した学校であるが,そ の附属図書館は,

小林多喜二の有名小説などの,古 い版や初版をい くつか持っている。 どんな

ものがあるだろうか。

1.『 蟹工船J

多喜二の最 も有名な小説 『蟹工船』の初版がある。 これは戦旗社による一

九二九年[昭 和四年]九 月の発行で,小 説 『一九二八年三月十五 日』が共に

入 っている。

『蟹工船』の第三版 もある。 それは昭和五年三月一八日の出版で,日 本 プロ

レタリア作家叢書,と ある。

第二版 は,改 訂版であり,一 九二九年一一月発行で,『 三・一五』が入 って

いないものであるが,こ れは,商 大図書館 にはない。だが第二版の一二月発

行の一九版がある。一カ月で一九版 も版 を重ねたということは,大 変な売れ

行 きであったことがわかる。

なお,改 造社の 『蟹工船 太陽のない町 鐵の話』初版,昭 和六年五月,

がある。

2.『 不在地主』

これは,北 海道の富良野 と小樽で起 きた磯野農場 の小作人争議を題材 にし

た小説である。初め 『中央公論』に載 り,小 林多喜二が当代一流の小説家 と

見なされたのであった。だが この小説の発表が きっかけとなって,勤 めてい

た北海道拓殖銀行 を首になった という伝説が生 まれた。

この 『不在地主』の初版がある。昭和五年[一 九三〇年]一 月一五日印刷,
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一月二十 日発行である。それにまた,こ の第二七刷があり,そ れが また印刷

と発行 とが同じ日である。つまり,少 な くとも一度 に二七刷が出た というこ

とになり,大 変な売れ行 きだったのだろう。

っいで,寄 贈本がある。

3.『 一九二八年三月十五日』

これは第二版である。昭和五年五月十三 日に出た。だが単行本 としては初

版である。前出の 『蟹工船』の初版に,『三・一五』が入ってお り,そ れがい

わば初版である。 というわけで,初 版 もあるということになる。

4.『 工場細胞』

これは,小 樽の運河沿いの製缶工場を舞台に,組 合およびス トライキ行動

を描いた小説である。 この 『工場細胞』の初版がある。昭和五年七月四日,

日本プロレタリア作家叢書である。多喜二の上京後に出版された。

5.『 転形期の人々』

これは,巨 大 なスケールをもって小樽の社会運動を描 こうとした作品であ

る。 しかし著者の逮捕 ・虐殺によって中断され,用 意 していた大作の序論の

みに終 った。 これは,彼 の死の直後出版された。

昭和八年五月一四 日発行で,国 際書房,初 版である。

6.『 沼尻村』

戦旗社,昭 和七年十二月十 日発行の改訂版。初版の改訂版である。日本プ

ロレタ リア作家叢書,で ある。

7.『 オル グ』

小林 多喜二 は,上 京 一年後,「 オ ルグ」を書 き始 めた。オル グ とは,組 織者

の意 で ある。 これ は,「 工場細胞 」 の第二部 の位置 を占め る。本書 には,「 独
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房」 も入 っており,そ こでは彼自身の経験が文学化 されている。

昭和六年七月十八 日発行。初版である。

8.『 地 区の人 々』

改造社 。昭和八 年五 月八 日発行 の,改 訂版 。こ こに は,「 沼尻村」,「安 子」,

「母 た ち」
,「 独 房」が収録 されてい る。

9.『 プロレタ リア芸術教程』第2輯 世界社 昭和四年十一月

この本の冒頭論文 として,小 林多喜二の論文 「プロレタ リア文学の大衆化

とプロレタ リア ・レア リズム」が入っている。

10.『 マルキシズム と宗教』大鳳閣

小林多喜二の論文が入っている。

昭和五年五月五日発行 十日再版

11.『 東 倶知安 行」

12.『 日和見主義に対する闘争』初版

13.『 勤 労界』

『勤 労界』創刊号

満 田信太 郎。

北方勤労界社 昭和四年十月二十日発行 発行兼編輯人

ここに論文「労働団体 に対す る資本家の武装論」が一八ページか ら二〇ペー

ジにある。執筆 はL記 者」とあるが,ニ ーページには,「前頁の文を読みて」

という文があり,そ れは 「他喜志」 とある。

本誌 目次には論文の著者 は直接,「 他喜志」とある。 この論文は小林多喜二

が書いた という人がある。多分そうであろう。付加文の「前頁の文を読みて」

は,小 林多喜二の文であろう。 これらは,『全集』未収録である。
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14.自 筆文

『大杉栄論集 正義 を求める心』アルス 大正十年八月一五 日発行 大正十

年十月五 日 五版への多喜二の書 きこみがある。

これは大杉栄(1885-1923)の 書であり,こ こには 「付録」があって,ク ロ

ポトキンの 「青年 に訴ふ」がそれである。 これは大杉の訳である。だがその

10[章]が ほとんど削除されているので,小 林多喜二が訳 して書き込んだ。

その訳文は,『小林多喜二全集』にほぼ再現 されている。

15.卒 業論文コピー

小林多喜二は,小 樽高商に卒業論文 を提出した。その原本 は今失われてい

る。そのコピーが残 されている。ただ し他人の写 しである。手塚英孝が書き

移 した とされている。 それの複写コピーである。

16.英 書 多 喜 二 の 小 説 の 翻 訳

"TheFactoryShip"and"TheAbsenteeLandlord"byTakijiKobaya -

shi,traslatedbyFrankMotofuji.UniversityofTokyoPress,1973.

(小 樽 商 大 図 書 館 特 殊 資 料 室RichardStorry文 庫 に あ る 。x/10.6/

01576099346)初 版 は19331nternationalPublisherで 発 行 。

TheCanneryboat,andotherJapaneseshortstories.byTakijiKobaya-

shi.Repritedfromtheeditionof1933.NewYorkAMSPress,1970.v.

271p.(同 図 書 館S/9.3/2829/54118)(TheCanneryBoat,TheFifteenth

ofMarch,1928.FortheSakeoftheCitizensの3作 が 入 っ て い る 。Takiji

KobayashiMurderedbyPoliceの 文 が あ る 。)

28フ ィ ール ド講 演

ノーマ ・フィール ド(シ カ ゴ大学)は 講演 で語 った。2003年2月23日,小
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樽 。

作家 の墓前祭 は日本 的で あって,感 慨深 い。雪 に降 られて,写 真 で な く人

物画 が墓の後 におかれ,墓 前で帽子 を とって,死 者 に語 りか ける,と い うの

は。 アメ リカに は文学館 はな い。

多喜 二の壁小説 は,カ タカナ しか読 めない人 に向か って書 いた。

多喜 二の英訳本,"xTheFactoryShip_."1まWashington大 学 が要 らな く

なって手 放 した物 を彼女 が偶然入手 した。

xxTheCanner
yboat,_."で は,「 市 民 のため に」,「蟹工 船」 は,ま あ まあ

の訳 で,「 三 ・一五」 は,ひ どい訳 で あ る。 それ に 「蟹工船」 と 「三 ・一 五」

は短 くな ってい る。訳者 の 日本語能力 に欠 陥があ るが,し か しその気の あ る

人が訳 した。

「三 ・一 五」 は
,初 出 と本物 原稿 とは違 ってい る。多喜二 の尊敬 す る蔵原が

削れ とい って,彼 は従 った。 『戦旗 』 のスタ ッフが手 を入れ てい る。

当時 の運動 で は帝大 出の人 が多 かった。

多喜二 が ヒューマニ ステ ィックな立場 か ら革命 的 な立場 に直線 的 に進歩 し

た,と い うの で はな い。 ヒューマ ニズム を乗 り越 えた,の で もない。彼 は豊

か な人 間性 と感性 を失わ なか った。

29多 喜二小説論

小林多喜二は,『蟹工船』の作家 として有名である。あるいは,そ れが彼の

主要作品だ とされている。 もちろん私 はそれに反対しない。だが私 は,普 通

の文学史や,文 芸評論家がそう言 うのと違って,「一九二八年三月十五 日」の

方がよい と思っている。この小説で彼の本質が現れたと,松田解子さんも言っ

ている(1995年,小 樽での講演)。本人の多喜二 は,こ れが自分の処女作だ と

書いている。

彼は初め,自 然主義の作家であった。ついで,リ アリズム作家になった。
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多喜二 は,子 供を描 くのが,と て もうまい。私は彼の名作 として,「救援

ニュースNo .18.付 録」を挙 げたい。

プロレタリア文学 は,一 つのジャンルにすぎない。あらゆる文学の上を行

く文学ではない。普通の文学に飽 きてプロレタリア文学を読んだら面白い,

というふ うになれば,結 構である。プロレタ リア小説 は,恋 愛小説,推 理小

説などに並ぶ1つ のジャンルである。実際は,い くつかの例外 を除けぼ,そ

れらにさえ並べない現状であるが。プロレタ リア文学 は面白 くない と言われ

る。小林多喜二や宮本百合子,徳 永直,葉 山嘉樹 らは,面 白いとされる。 し

かし普通は彼 ら以外は,面 白さは落ちると見なされているようだ。

だがプロレタ リア文学の面白さは2つ ある。1つ は,人 間の現実生活を興

味深 く描いた場合である。 もう1つ は,面 白さそれ自体である。つまり話の

面白さ,ス トー リーの面 白さである。例えば,秘 密の労働組合 とか,前 衛党,

ス トライキ,ス パイの暗躍,警 察 との駆引きなどは,ス トーリー自体 として

も面 白い。ある例外を除けば,小 説はとにか くス トー リーが手 に汗を握 るよ

うなものでな くてはならない。その点で,19世 紀フランスの小説 は小説の模

範である。 日本 の小説 は,概 してこれに欠けている。小林多喜二の小説はし

かし,ス トーリー性 という点では,か なり面 白い。 日本の小説の中では,比

較的面白い。ただしス トー リー豊かな外国の小説には,負 けてしまう。

それはもちろん日本の文学の世界の影響かもしれない。ス トー リーの点で

は,日 本文学 はなにしろつまらない。その代表は,日 本最大の作家,夏 目漱

石の小説である。「坊っちゃん」や「心」を除けば,ほ とんどス トー リーはない。

あるとして もそのス トー リー性 は大 したことがない。ここで私 は夏 目を非難

しているわけではない。夏目は日本人の心性を描いたので,大 作家になった。

小林多喜二の小説は,私 小説 と社会小説に分かれる。有名 な作品の中では,

「一九二八年三月十五日」「蟹工船」「不在地主」「防雪林」は後者である。「党

生活者」「東倶知安行」「独房」 は私小説である。多喜二はどちらの小説がう

まいか というのは,一 概 には言 えない。両方 ともうまい と言えるだろう。

初期の時代 あるいは習作を書いている時代 は,ほ ぼ私小説作家だった。身
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辺に起 きた ことを丁寧に描いてゆくというものだった。だが社会派になって

か ら,彼 の才能が開花した。そうなると私小説的小説 もうまくなっていった,

と言える。

大熊信行の論評 に関 して言ってみたい。高商時代 に多喜二 は,天 才のひ ら

めきはなかった,ま た 「思想」 もなかった,と いう指摘である。 もちろん大

熊は,後 年の多喜二 と彼の文学を高 く評価することにやぶさかではない。 こ

れは,高 商時代の多喜二文学への評価であり,ま た これはあたっている。彼

のいう 「天才のひらめき」 は多喜二にはなかった。ある意味では,後 年の多

喜二にもなかった。多喜二文学はそういう種類 とは違っている。そして高商

時代には 「まだ方向があたえられず」(大 熊)に いたことも確かである。

文学を内向型 と外向型に分 けれぼ,多 喜二文学 は外向型である。後年の夏

目漱石に見 られ るように,心 理描写をする内向型 にたいして,多 喜二 は外界

を描 く。描 く外界が意味があ り,重 大な場合には,小 説が成功するだろう。

彼が修業時代に選んだ外界 は,売 春問題であった。デビューするころか ら選

んだ題材 は,労 働者運動である。時代 と,彼 の選んだ題材の衝撃牲 と面白さ

とのために,彼 は有名にな り,作 家 として成功 した。

30小 林多喜二伝 補遺1の 訂正

p.216行 目

p.275行 目

p.2711行 目

p.29下 か ら3行 目

石田 與平→石田 興平

阪神電鉄→阪神急行電鉄(阪 急電鉄)

坂東妻三郎→阪東妻三郎

シナ リア→ シナ リオ

石井氏,高 村先生のご指摘。

注にあげられていた 「朝 日新聞」の特集99・10・13は,北 海道版 らしい

田中氏のご指摘。

(追記)小 生 は 『小林多喜二伝』論創社,を 準備 している。

本稿 の記述の一部 は同書に入 る予定である。


